




 

２０２６年度名古屋大学大学院生命農学研究科博士前期課程入学試験 

解答例及び出題意図 

 
 
  専門科目名 

 
応用数学 

 

［問題１］ 

［出題意図］線形代数学分野における行列概念の理解を問う。 

 

解答例： 
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(2)  
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(4)  

  𝒗𝒗𝟏𝟏,  𝒗𝒗𝟐𝟐,  𝒗𝒗𝟑𝟑をそれぞれ規格化すれば、  𝒑𝒑𝟏𝟏 =
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であるが、どれもが大きさ1でありかつ𝒑𝒑𝟏𝟏 ∙ 𝒑𝒑𝟐𝟐 = 𝒑𝒑𝟐𝟐 ∙ 𝒑𝒑𝟑𝟑 = 𝒑𝒑𝟑𝟑 ∙ 𝒑𝒑𝟏𝟏 = 0を満たすから。 

 

(5)  
   𝐌𝐌𝒑𝒑𝟏𝟏 = 𝜆𝜆1𝒑𝒑𝟏𝟏、𝐌𝐌𝒑𝒑𝟐𝟐 = 𝜆𝜆2𝒑𝒑𝟐𝟐、𝐌𝐌𝒑𝒑𝟑𝟑 = 𝜆𝜆3𝒑𝒑𝟑𝟑  を   
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  𝒑𝒑𝟑𝟑�  と変形し、 

 辺々を足すことによって  𝐌𝐌[𝒑𝒑𝟏𝟏  𝒑𝒑𝟐𝟐  𝒑𝒑𝟑𝟑] = [𝜆𝜆1𝒑𝒑𝟏𝟏  𝜆𝜆2 𝒑𝒑𝟐𝟐  𝜆𝜆3 𝒑𝒑𝟑𝟑] = [𝒑𝒑𝟏𝟏   𝒑𝒑𝟐𝟐  𝒑𝒑𝟑𝟑] �
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�  を得る。 

したがって上式は 𝐌𝐌𝐌𝐌 = 𝐏𝐏𝐏𝐏 となる。 

 

(6)  
   𝐌𝐌𝑛𝑛 = 𝐏𝐏 𝚲𝚲𝑛𝑛𝐏𝐏−1  
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[問題２] 

[出題意図] 

微分方程式に関する基礎知識を問う。 

 

解答例: 

(1) 𝑤𝑤(𝑡𝑡) = 𝐶𝐶1𝑒𝑒−𝑡𝑡 + 𝐶𝐶2𝑒𝑒−2𝑡𝑡 + 𝑅𝑅
2
 （ただし𝐶𝐶1、𝐶𝐶2は積分定数とする） 

(2) 𝑤𝑤(𝑡𝑡) = 𝑅𝑅(1
2
− 𝑒𝑒−𝑡𝑡 + 1

2
𝑒𝑒−2𝑡𝑡) 

(3) 極限値は𝑤𝑤 = 𝑅𝑅
2
となる。これは十分時間が経つと、外部からの一定の供給量𝑅𝑅と損失を表

す項2𝑤𝑤がつり合い、定常状態となっていることを示す。 
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